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溶質原子の定量 
メカニカルスペクトロスコピー 
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1907～ふぇらむ 

弾性率と内部摩擦の高温測定で最高の装置 
 

高温弾性率等同時測定装置 

EG-HT 
 

〇最も信頼性の高い高温測定が可能。 

粘性による振動数依存誤差が最小。 

〇強力共振機構で難共振材に対応。 

難共振時の偽振動が最少。 

〇多くの測定条件､測定項目に対応。 

ヤング率､剛性率測定 

ポアソン比算出 

温度依存性,ひずみ依存性 

2 種の内部摩擦測定 

〇最高 1200℃    EG-HT&LT 

 

物質中の溶質原子は微量でその組織の性質を変化させます。当然ながらそ

の含有量によって効果が異なるためにその分析測定が必要です。しかし化学

分析や蛍光 X 線分析などでは析出したフリー原子も定量され、組織中に存在

する溶質原子のみの定量はできません。そこで溶質原子のひずみエネルギー

を検出するメカニカルスペクトロメータ MS 型（強制振動型内部摩擦測定装

置）が力を発揮します。 

樹脂などと違って金属やセラミックスなどで非常に高精度に適用できる装

置は世界的にも弊社の MS 型のみとなっています。右のグラフの 0.1Hz 付近

のピークは 30ppm の溶質 C の内部摩擦ピークです。弊社の雑居ビルという悪

条件下でもこのように安定した検出を可能にしました。 
 
汎用的な JE,JG 型や EG-HT 型だけでなく、特殊な最先端研究用の MS 型や弾

性定数測定用の CC 型などを開発し、最先端の材料物性研究へのお手伝いをさせ

ていただいています。 

強制振動式内部摩擦測定装置 

メカニカルスペクトロメーター 

MS シリーズ 
 

〇 温度一定で加振エネルギー(振動数)を変え

て内部摩擦変化を測定。(温度変化による物

性変化を除外) 

〇 従来装置に比べて高分解能､ 

高感度、高安定 

〇 測定や温度制御機構の改良 

により液体窒素の消費量が 

激減。長時間測定にも無人 

安定 

〇 悪条件下でも安定測定向上 
    MS-LHT 

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業 

日本テクノプラス株式会社 http://www.nihon-tp.com/ 
06-6390-5993 info@nihon-tp.com 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル 

室温や比較的低温で最も信頼性の高い装置 
 

自由共振式弾性率､内部摩擦測定装置 

JE-RT(ヤング率)& JG-RT(剛性率) 
 

〇高精度・簡単操作・高再現性・迅速測定 

非接触加振、非接触検出 

試料も置くだけ 

〇幅広い試料形状（室温装置） 

短冊状でも細線・丸棒でも 

薄く・小さいものから厚く長いものまで 

 
 
 

JE-RT 
      & JG 

Cij 測定は力学特性から組織解明を可能に 
 

電磁超音波共鳴式 

弾性率・弾性定数装置 

CCⅡ-シリーズ 
 
〇 異方性単結晶から多結晶体まで 

〇 弾性定数(弾性スティフネス Cij)も弾性率も 

〇 5mm 程度の立方体､直方体から円柱､円板，

薄板(0.2mm)まで 

〇 室温用、高温用 

(常用 1000℃ 最高 1200℃) 

〇 阪大基礎工 平尾･荻研開発 
        

 CC2-HT 

 

MS-LHT (-150℃～500℃) 
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　日本のCO2排出量（2016年）はG7では米国に次ぐ2位。1990
年から26年間で日本のエネルギー起源CO2排出量の変化率は
11 ％ 増 で、 さ ら にEnergy Architecture Performance Index

（2017年）では日本は45位に甘んじています。国立環境研究所
の世論調査（2016年）によれば、世間では日本人の環境意識
は総じて希望観測的に高いようですが、日々学生と接してい
ると、若い世代の環境意識はむしろ悲観的に感じます。去る9
月23日開催の国連気候行動サミットでの16歳の環境活動家、
Greta Thunbergさんの “How dare you … !” の鬼気迫る演説
にはいろいろ考えさせられました。
　鉄鋼産業を見ると、エネルギー効率（GJ/t粗鋼）の国際比

較では、日本がEUの環境先進国を抑えてトップを走っていま
す。日本国内製造業の消費エネルギーの30％強を占める鉄鋼部
門、そのCO2対策やエネルギー変換に果たすべき役割が極めて
大きいことは言うまでもありません。今月のテクノスコープで
は、高炉からのCO2排出量を大幅に削減する技術と、高炉ガス
からCO2を回収する技術（CC）の最前線を紹介しました。回
収したCO2の利用と貯留・隔離（CCUS）の技術と運用に対す
る国際市場規模は、北米を中心に右肩上がりに成長していま
す。さらなる挑戦的な技術革新が望まれています。
	 （H. S.）
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